
田
舎

の
町

の
八
百
屋
の
店

先
を
畫

き
し

も
の
、色

の
取
合

せ
な
ど
面

白

い
。

七
四

　
小

流
(
半

切
程
、
横

)
石
川
欽

一
郎

氏

活

々
し
た
、
筆

に
力
の
あ

る
達
者

な
繪

で
あ

る
、
位
置

も
面

日
い
、
色
も

豊
富
で

、
粗

い
描
き
方

の
中

に
細
か

い
意
味

が
含

ま
れ

て

ゐ
る
。
此
繪

は

三
宅

氏
の
『
湯

ケ
野

の
冬
』
と

並

ん
で

ゐ
る
が

、

二
者

を
對

照
し
て

見

る
と
極

め
て
面
白

い
、
石
川

氏
は

ス
ケ
ツ

チ
畫

家
で
、

一
枚

の
繪

の
寫

生

に

一
二
時

間
宛

三
日

も
通

へ
ば

ド
ン

な
大
作
で

も
出
來

る

と

い
ふ

や
う
な
人
、

一
寸

し
た

ス
ケ

ツ
チ
に
は

二
十
分

三
十

分
で

よ
く
印
象
を
捕

へ
て
描

き

上
げ

て
仕
舞
ふ
、

そ
し

て

繪
が
如
何

に
も

ラ

ク
に
出
來

る
。
反

之
三
宅

氏
は
隨

分
長

時
間
突

つ
い
て

ゐ
る
方
で

、

こ
の
結
果
と

し
て
瞬
時

の
現

象

を
描

き
出
す

こ
と

は

不
得

意
で

あ

る
、
其
繪

に
は
如
何

に
も
苦
心

の
痕

が
見
え

て
伸

々
し
た
處

を
見
出
し

が
た

い
、
石
川
氏

の
や
り
方

の

よ

い
場

合

も
あ
り
、

三
宅

氏

の
や
う
に

や
ら
ね

ば
な

ら
ぬ
場

合

も
あ
ら

う
、
其

の

利
害
は

今
こ

ゝ
に
論
ず

べ
き

で
は
な

い
、
た

ゞ
二
家

の
異
な

る
點

を

上
げ

て
讀

者
の
參

考
に
供

せ
し
迄
で

あ
る
。

以

上
の
ほ
か
、
寺

田
英

俊
氏

の
『
少

女
』
、
織

田

一
麿

氏

の
『
鼠
色

の
海
』
、

野
田
半

三
氏

の
『
郊
外
』
、
森
本

茂
雄
氏

の
『
午
後

の
日
』
、
テ
リ
ー
氏

の
『
バ

ラ

の
花
』
等

も
あ

る
が
、
こ
れ

等

の
評

は
今

回
は

お
預

り
と
す

る
。

要

す
る
に
本
年

の
水
彩
畫

の

出
品

は
あ
ま
り
振

は

ぬ

方

で

、
面

積
の
大
な

る
繪

も
前

年

よ
り

は
少

な

い
、
ま
た

前

年
出
品

さ
れ

し
、
大
橋

正
堯

、

磯

部
忠

一
、
石

井
滿

吉

、
安

藤
復
藏
等

諸
氏

の
製
作
を
欠

き

し
は
殘

り
惜

し
き
事
で

あ

る
。

猫

は
藝

術

家

に
縁

が
深

い
、
米
國

の
畫

家
ベ

ン
ヂ
ヤ

ミ

ン
ウ

エ
ス
ト
は
、
幼

い
時

に
飼

猫

三
毛

の
毛
を
剪

刀
で
摘

み
切

つ
て
、
手
製

の
筆
を

作

つ
て
畫

き
習

つ
た
。

ウ

エ
ス
ト
は
段

々
繪

が
う
ま
く
な

つ
た

が
、
猫

は
益

々
寒
く

な

つ
た

そ
う
な
。


